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２
０
０
７
年
12
月
18
日
（
火
）、
19
日
（
水
）
の

両
日
に
わ
た
り
、
中
国
広
東
省
広
州
市
に
あ
る
華
南

師
範
大
学
国
際
会
議
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
華
南
師
範

大
学
、
城
西
国
際
大
学
、
城
西
大
学
共
同
主
催
、
広

東
省
人
民
対
外
友
好
協
会
・
在
広
州
日
本
国
総
領
事

館
・
社
団
法
人

日
中
協
会
・
広

東
経
済
協
力
会
・

財
団
法
人
東
芝

国
際
交
流
財
団
・

株
式
会
社
大
林

組
後
援
に
よ
る

「
日
中
女
性
学
会

議
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、

広
東
省
あ
げ
て

の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
日
中
国
交
正

常
化
35
周
年
記
念
と
し
て
正
式
に
開
催
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
会
議
の
開
催
校
で
あ
る
華
南
師
範
大
学
王

国
健
学
長
、
城
西
国
際
大
学
水
田
宗
子
学
長
の
挨
拶

の
の
ち
、
広
東
省
人
民
対
外
友
好
協
会
李
春
燕
副
会

長
、
広
東
省
友
好
協
会
顧
問
・
広
東
経
済
協
力
会
村

井
隆
理
事
長
、
在
広
州
日
本
国
総
領
事
館
吉
田
雅
治

総
領
事
、
広
州
市
婦
女
連
合
会
李
建
蘭
主
席
ら
も
出

席
さ
れ
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
国
側
基
調
講
演

を
華
南
師
範
大
学
政

治
行
政
学
院
王
宏
維

教
授
、
日
本
側
基
調

講
演
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
高
齢
社
会
を
よ
く

す
る
女
性
の
会
」
理

事
長
・
東
京
家
政
大

学
名
誉
教
授
樋
口
恵

子
氏
に
よ
り
始
ま
っ

た
こ
の
会
議
は
、「
格

差
社
会
と
女
性
」
と

い
う
今
日
的
テ
ー
マ

で
論
議
が
な
さ
れ
、

引
き
続
き
行
わ
れ
た

日
中
国
交
正
常
化
35
周
年
記
念

第
6
回
日
中
女
性
学
会
議

日
時

：

２
０
０
７
年
12
月
18
日（
火
）〜
19
日（
水
）

場
所

：

中
国
・
広
東
省
広
州
市

華
南
師
範
大
学
国
際
会
議
ホ
ー
ル

主
催

：

華
南
師
範
大
学
・
城
西
国
際
大
学
・
城
西
大
学

後
援

：

広
東
省
人
民
対
外
友
好
協
会
・
在
広
州
日
本
国
総
領
事
館

社
団
法
人
日
中
協
会
・
広
東
経
済
協
力
会

財
団
法
人
東
芝
国
際
交
流
財
団
・
株
式
会
社
大
林
組

樋口先生　基調講演

開会式の様子

学
会
活
動
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

学会活動 
シンポジウム 

王国健学長あいさつ

理事長あいさつ

分科会の様子1

分科会の様子2

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
分
科
会
と
、
ど
の
会

場
も
多
く
の
参
加
者
が
つ
め
か
け
、
熱
気
あ
ふ
れ
る

会
議
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
広
州
電
視
台
（
テ
レ
ビ
局
）
を
始

め
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
取
材
し
、
広
州
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
会
議
の
様
子
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、中
国
の
有
力
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る「
南
方
都
市
報
」、
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「
南
方
日
報
」
も
今
回
の
会
議
を
報
道
。
さ
ら
に
南

方
日
報
が
報
道
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
、C

C
T
V
.C
O
M

やC
H
IN
A
.C
O
M

お
よ
びS

O
H
U
.C
O
M

な
ど
、

中
国
の
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
も
送
ら
れ
、
今
回
の
会

議
の
こ
と
が
、
幅
広
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
19
日
に
は
、
中
国
で
発
行
部
数
3
位
を
誇

る
雑
誌
『
家
庭
』
が
、
水
田
宗
子
理
事
長
と
樋
口
恵

子
氏
を
取
材
し
、
高
齢
者
の
問
題
な
ど
関
心
の
あ
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
記
者
か
ら
多
く
の
質
問
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
学
術
的
に
も
広
報
的
な
面
に
お
い

て
も
非
常
に
意
義
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

華
南
師
範
大
学
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時

：

２
０
０
７
年
12
月
18
日（
火
）

場
所

：

中
国
・
広
東
省
広
州
市

華
南
師
範
大
学

国際交流活動 

華南師範大学より水田理事長へ名誉教授授与式

２
０
０
７

年
12
月
17
日

（
月
）、
水
田
宗

子
理
事
長
を
代

表
と
す
る
訪
問

団
一
行
は
、
広

州
市
旅
遊
商
貿

職
業
学
校
を
訪

問
し
、
水
田
宗

子
理
事
長
と
同

校
校
長
李
燦
佳

（L
i C
a
n
Jia

）

氏
と
に
よ
り
、

両
校
の
学
術
包
括
協
定
書
に
署
名
が
な
さ
れ
ま
し

た
。同

校
は
中
国
に
１
０
０
０
校
以
上
あ
る
職
業
教
育

専
門
校
の
中
で
も
数
少
な
い
中
央
政
府
か
ら
重
点
校

指
定
を
受
け
た
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
専
門
校
で
す
。

広
州
市
旅
遊
商
貿
職
業
学
校
と
学
術
包
括
協
定
書
に
調
印

日
時

：

２
０
０
７
年
12
月
17
日（
月
）

場
所

：

中
国
・
広
東
省
広
州
市

広
州
市
旅
遊
商
貿
職
業
学
校

国際交流活動 

国
際
交
流
活
動

欧
州
各
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
の
観
光
専
門
学
校
と
も
提
携
、
実
務
教
育
を
実

践
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
５
，
０
０
０

名
を
超
え
る
学
生
を
有
し
、
広
東
省
を
中
心
に
幅
広

い
観
光
人
材

を
輩
出
し
て

い
ま
す
。

こ
の
学
術

包
括
協
定
書

が
締
結
さ
れ

た
こ
と
を
う

け
、
研
修
や

留

学

な

ど
、

両
校
学
生
の

幅
広
い
交
流

が
、
活
発
に

す
す
む
こ
と

で
し
ょ
う
。

広州市旅遊商貿職業学校校長李燦佳（Li CanJia）先生と

調印式の様子

日中女性学会議記念撮影

学
王
国
健
校
長
と
学
校
法
人
城
西
大
学
水
田
宗
子

理
事
長
が
、
学
術
交
流
協
定
提
携
の
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
協
定
な
ら
び
に
日
中
女
性
学
会
議

共
同
開
催
を
記
念
し
、
華
南
師
範
大
学
よ
り
水
田
宗

子
理
事
長
に
名
誉
教
授
の
授
与
式
も
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

※
華
南
師
範
大
学

華
南
師
範
大
学
は
１
９
３
３
年
に
設
立
さ
れ
た
歴
史
あ
る
大
学

で
、
中
国
「
２
１
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
１
０
０
大
学
の
一
つ
、

且
つ
広
東
省
の
重
点
師
範
大
学
で
も
あ
り
ま
す
。
同
大
は
中
国

広
州
市
に
位
置
し
て
お
り
、
広
東
省
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い

る
総
合
大
学
と
し
て
、
人
文
科
学
・
科
学
・
経
済
学
・
経
営
学
・

科
学
技
術
・
芸
術
・
体
育
教
育
な
ど
の
分
野
に
つ
い
て
16
学
部

59
学
科
で
先
端
の
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
12
月
18
日
（
火
）、
日
中
国
交
正
常

化
35
周
年
記
念
第
6
回
日
中
女
性
学
会
議
を
華
南
師

範
大
学
、
城
西
国
際
大
学
、
城
西
大
学
で
共
同
開
催

す
る
に
あ
た
っ
て
、
会
議
に
先
立
ち
、
華
南
師
範
大
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城
西
大
学
名
誉
博
士
記
授
与
式

日
時

：

２
０
０
８
年
1
月
28
日（
月
）

場
所

：

城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

清
光
ホ
ー
ル

国際交流活動 

２
０
０
８
年
１
月
28
日
（
月
）、
城
西
大
学
名
誉

博
士
の
称
号
が
大
連
高
級
経
理
学
院
の
林
安
西
院
長

に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
林
安
西
院
長
は
、
長
く
大
連

理
工
大
学
の
教
授
と
し
て
、
応
用
数
学
の
ご
研
究
で

高
い
業
績
を
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
大

学
校
長
（
学
長
）、
校
務
委
員
会
主
任
、
党
委
書
記

を
歴
任
さ
れ
、
こ
の
間
に
大
連
理
工
大
学
は
、
中
国

に
お
け
る
最
重
点
校
に
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。

本
学
と
大
連
理
工
大
学
と
は
、
２
０
０
７
年
5
月

に
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
、
大
連
理
工
大
学
の
学

生
を
対
象
と
し
た
水
田
三
喜
男
記
念
文
庫
設
置
を
始

め
、
水
田
宗

子
奨
学
金
の

創
設
、
双
方

の
学
生
の
た

め
の
短
期
研

修
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
共
同
研

究
、
本
学
教

員
に
よ
る
大
連
ダ
ボ
ス
会
議
記
念
講
演
な
ど
、
す
で

に
多
く
の
相
互
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
林
安
西
院
長
の
ご
功
績
と
本
学
と
の
交
流

の
成
果
に
感
謝
し
て
、
名
誉
博
士
の
称
号
を
授
与
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
坂
戸
市
長
、
鶴
ヶ

島
副
市
長
、
毛
呂
山
副
町
長
、
平
田
化
工
社
長
夫
人

を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
も
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
授
与
式
に
引
き
続
い
て
記
念
講
演
会
が
お

こ
な
わ
れ
、
林
安
西
院
長
よ
り
「
中
国
こ
の
十
年
の

大
学
教
育
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
清
光
ホ
ー
ル
の
５
０
０
名
を
超
え
る
学
生
や
教

職
員
が
参
加
し
大
盛
況
で
し
た
。

城
西
国
際
大
学

名
誉
博
士
記
授
与
式

日
時

：

２
０
０
8
年
３
月
15
日（
土
）

場
所

：

城
西
国
際
大
学
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

国際交流活動 

２
０
０
８
年
3
月
15
日
（
土
）、
城
西
国
際
大
学

東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
、
２
０
０
７
年
度
学
位
記
授
与
式
・
名
誉
博
士
記

授
与
式
も
挙
行
し
ま
し
た
。

今
回
、
米
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
リ
バ
ー

サ
イ
ド
校
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
元
部
長
で
あ
る

城
西
大
学

名
誉
博
士
記
授
与
式

日
時

：

２
０
０
8
年
３
月
20
日（
木
）

場
所

：

城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

国際交流活動 

２
０
０
８
年
3
月
20
日
（
木
）、
城
西
大
学
坂
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、
学
位
記
授

与
式
及
び
名
誉
博
士
記
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
度
、
城
西
大
学
か
ら
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ

れ
た
の
は
、
韓
国
の
東
西
大
学
校
の
張
聖
萬
理
事
長

と
台
湾
の
淡
江
大
学
の
張
家
宜
校
長
の
2
名
で
、
城

西
大
学
の
田
中
昭
学
長
よ
り
名
誉
博
士
記
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

式
典
途
中
に
は
、
東
西
大
学
校
の
林
権
澤
映
画
芸

術
学
部
の
先
生
た
ち
に
よ
る
お
祝
い
の
歌
が
披
露
さ

れ
、
式
場
は
深
い
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

式
典
後
半
に
は
東

西
大
学
校
と
淡
江

大
学
の
校
歌
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の

日
の
夜
の
名
誉
博

士
記
授
与
記
念
晩

餐
会
に
お
い
て
、

張
聖
萬
先
生
か
ら

東
西
大
学
校
で
本

学
の
水
田
宗
子
理

事
長
に
名
誉
博
士

号
を
授
与
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
と

の
ご
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

今
回
の
名
誉
博
士
記
授
与
を
契
機
に
、
両
校
と
城

西
大
学
の
益
々
の
交
流
・
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 張家宜校長 張聖萬理事長

Jam
es H

artley

氏
、
韓
国
の
建

陽
大
学
校
の
金

洙
（
キ
ム
ヒ
ス
）

総
長
に
、
水
田
宗
子
理
事
長
よ
り

名
誉
博
士
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

城
西
国
際
大
学
か
ら
の
名
誉
博

士
号
の
授
与
は
、
２
０
０
７
年
3

月
に
メ
デ
ィ
ア
学
部
客
員
教
授
の

小
松
左
京
氏
、
韓
国
の
東
西
大
学

校
の
朴
東
順
総
長
、
台
湾
の
真
理

大
学
の
葉
能
哲
学
長
の
3
名
に
授

与
し
て
以
来
、
今
回
が
2
度
目
と

な
り
ま
す
。

金 洙総長

James Hartley 氏
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２
０
０
７
年
12
月
13
日
（
木
）、
広
東
省
政
治
協

商
会
議
副
主
席
韓
大
連
（H

an D
ajian

）
氏
を
代
表

と
す
る
一
行
5
名
が
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
学
校
法

人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

和
や
か
な
歓
談
の
中
で
副
主
席
の
韓
氏
は
、
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
土
木
工
学
の
博
士
号
を
取
得
し
、
元

華
南
理
工
大
学
の
副
校
長
、
現
在
は
華
南
理
工
大
学

の
教
授
も
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
是
非
一
度
華
南

理
工
大
学
へ
も
訪
問
く
だ
さ
い
と
水
田
理
事
長
に
招

待
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

双
方
の
記
念
品
交

換
の
際
に
は
、
広
東

省
よ
り
す
ば
ら
し

い
端
渓
の
硯
が
贈
ら

れ
、
城
西
大
学
か
ら

は
、
写
楽
の
浮
世
絵

復
刻
版
を
贈
り
ま
し

た
。
そ
の
折
、
水
田

理
事
長
よ
り
、
創
立

者
水
田
三
喜
男
が
、

日
中
国
交
回
復
に
尽

力
し
、
そ
の
正
式
国
交
回
復
の
前
段
階
と
し
て
、
浮

世
絵
展
を
北
京
で
開
い
た
こ
と
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し

て
添
え
ら
れ
、韓
副
主
席
は
、「
大
変
感
激
し
ま
し
た
。

本
当
に
こ
の
贈
り
物
が
う
れ
し
い
で
す
。」
と
述
べ

な
が
ら
、
記
念
撮
影
に
臨
み
ま
し
た
。

※
政
治
協
商
会
議

政
治
協
商
会
議
は
、
中
国
共
産
党
、
各
民
主
党
派
、
各
団
体
、

各
界
の
代
表
な
ど
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
構
成
さ
れ
る
全
国
統
一
の

組
織
で
、
国
家
の
最
高
権
力
機
関
と
し
て
の
職
権
を
代
行
し
、

ま
た
、
全
体
会
議
会
期
中
は
政
策
な
ど
を
提
案
し
ま
す
。

天
津
外
国
語
大
学
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時

：

２
０
０
７
年
10
月
11
日（
木
）

場
所

：

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

国際交流活動 

西
江
大
学
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時

：

２
０
０
７
年
9
月
11
日（
火
）

場
所

：

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

国際交流活動 

韓
国
・
ソ
ウ
ル
に
あ
る
西
江
大
学
と
学
校
法
人
城

西
大
学
は
、
ｄ
２
０
０
７
年
9

月
11
日
（
火
）
に
学
術
交
流
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

韓
国
全
国
女
子
教
授
連
合
会

会
長
且
つ
西
江
大
学
で
日
本
学

主
任
教
授
を
務
め
て
お
ら
れ
る

申
恵
璟
（H

ae-K
y
on
g S
h
in

）

シ
ン
ヘ
ギ
ョ
ン

教
授
が
、

２
０
０
７
年
7
月
26
日
（
木
）

に
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
水
田
理
事
長
を
表
敬
訪
問
さ

れ
た
折
に
、
是
非
、
学
術
交
流

の
協
定
校
と
し
て
お
願
い
し
た
い
と
の
申
し
入
れ
が

あ
り
、
こ
の
た
び
合
意
に
到
っ

た
も
の
で
す
。

２
０
０
８
年
6
月
に
西
江
大

学
で
行
わ
れ
る
韓
国
全
国
女
子

教
授
連
合
会
に
お
け
る
講
演

会
で
は
、
水
田
理
事
長
が
キ
ー

ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
を
務
め
ま

す
。
次
回
の
テ
ー
マ
は
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
女
性

の
社
会
参
加
の
比
較
に
つ
い
て

と
な
っ
て
い
ま
す
。

広
東
省
政
治
協
商
会
議
一
行
が
表
敬
訪
問

日
時

：

２
０
０
７
年
12
月
13
日（
木
）

場
所

：

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

国際交流活動 

ン
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

水
田
理
事
長

か
ら
、
経
済
発

展
を
遂
げ
る
天

津
に
お
い
て
活

発
な
展
開
を
続

け
て
い
る
天
津

外
国
語
大
学
と

の
協
定
を
歓
迎

し
、
こ
れ
を
機

に
両
校
の
学
生
、

教
員
の
交
流
が

深
ま
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
修
学
長
か
ら
は
、
語
学
を
学
ぶ
こ
と
を

通
じ
て
何
か
の
学
問
を
学
ぶ
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
天
津
外
国
語
大
学
に
と
っ
て
、
特
に
城
西
大
学

の
建
学
の
精
神
は
共
感
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
協
定

を
締
結
で
き
る
こ

と
を
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
い
る
と

の
話
が
あ
り
ま
し

た
。天

津
外
国
語
大

学
は
、
１
９
６
４

年
に
創
立
さ
れ
た

大
学
で
15
学
部
22

学
科
、
大
学
院
3

研
究
科
と
8
研
究

所
を
有
し
、
学
生

数
約
８
，
２
０
０

人
の
大
学
で
す
。

２
０
０
７
年
10
月
11
日
（
木
）、
学
校
法
人
城
西

大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
天
津
外
国
語

大
学
学
長
修
剛
先
生
が
水
田
宗
子
理
事
長
を
表
敬
訪

問
し
、
そ
の
折
、
両
校
の
学
術
交
流
協
定
書
に
サ
イ
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中
国
・
中
国
伝
媒
大
学
か
ら
の

留
学
生
が
来
学

場
所

：

城
西
国
際
大
学

TOPIC

２
０
０
７
年
9
月

下
旬
に
、
中
国
伝
媒

大
学
の
３
年
生
26
名

が
、
メ
デ
ィ
ア
学
部

で
勉
強
す
る
た
め
に

来
日
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
1
年
間
、
日

本
語
の
勉
強
と
メ

デ
ィ
ア
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
ま
た
、
彼

ら
の
来
日
前
の
9
月

初
旬
に
は
、
城
西
国

際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学

部
の
学
生
が
中
国
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
伝
媒
大
学

を
訪
問
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
留
学
生
た
ち
は

こ
れ
か
ら
1
年
間
、
日
本
語
と
と
も
に
、
日
本
の
生

活
、
文
化
を
学
び
、
さ
ら
に
は
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

も
学
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
は
、「
日
本
生
活
文
化

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
東
京
や
鴨
川
、

京
都
で
の
研
修
も
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
学
部
に

お
け
る
中
国
伝
媒

大
学
か
ら
の
留
学

生
の
受
け
入
れ
は
、

２
０
０
６
度
に
続
き
、

2
年
目
に
な
り
ま
す
。

２
０
０
７
年
7
月
に

帰
国
し
た
伝
媒
大
学

か
ら
の
留
学
生
は
、

鴨
川
で
開
催
さ
れ
た

北
京
電
影
学
院
と
メ
デ
ィ
ア
学
部
に
よ
る
鴨
川
市

ア
ー
ト
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
２
０
０
７
に
も
参
加

し
、
城
西
国
際
大
学
、
中
国
伝
媒
大
学
、
北
京
電
影

学
院
の
学
生
た
ち
が
ア
ー
ト
を
通
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

10
月
5
日
（
金
）
に
は
、メ
デ
ィ
ア
学
部
の
教
員
、

学
生
、
そ
の
他
の
教
職
員
と
と
も
に
歓
迎
会
を
催
し

ま
し
た
。
日
中
両
国
の
学
生
が
、
と
て
も
活
発
に
交

流
を
お
こ
な
い
、
今
後
も
基
礎
ゼ
ミ
や
そ
の
他
の
授

業
で
国
際
的
な
友
好
を
深
め
、
と
も
に
学
ん
で
い
き

ま
す
。中

国
・
中
国
伝
媒
大
学

学
長
が
来
学

日
時

：

２
０
０
７
年
10
月
26
日（
金
）

場
所

：

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

TOPIC
２
０
０
７
年
10
月

26
日
（
金
）、
中
国

伝
媒
大
学
よ
り
、
蘇

志
武
（Su, Z

hi W
u

）

中
国
伝
媒
大
学
学
長

を
代
表
と
す
る
訪
問

団
一
行
が
、
学
校
法

人
城
西
大
学
東
京
紀

尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
水
田
宗
子
理
事
長

を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

歓
迎
の
挨
拶
で
は
、
水
田
理
事
長
か
ら
、
中
国
の

若
い
世
代
の
人
た
ち
に
日
本
の
文
化
や
社
会
に
つ
い

て
も
っ
と
深
く
知
っ
て
も
ら
い
、
東
ア
ジ
ア
文
化
圏

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、
次
世
代
交
流
の
た
め
に
道

を
つ
け
、
メ
デ
ィ
ア
教
育
の
分
野
で
さ
ら
に
教
員
、

学
生
間
の
研
究
・
教
育
交
流
を
深
め
、
両
大
学
が
両

国
の
マ
ス
コ
ミ
や
メ
デ
ィ
ア
の
分
野
で
、
相
互
の
文

化
や
社
会
を
理
解

し
活
躍
で
き
る
人

材
の
育
成
を
進
め

た
い
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
学
校
法
人
城
西

大
学
村
井
顧
問
か

ら
、
中
日
友
好
関

係
の
歴
史
の
中
で

創
立
者
水
田
三
喜

男
先
生
が
果
た
さ

れ
た
役
割
と
、
今

後
の
両
大
学
間
の

交
流
促
進
の
意
義
を
語
り
ま
し
た
。蘇
学
長
か
ら
は
、

今
後
の
両
大
学
の
提
携
関
係
の
強
化
と
中
国
伝
媒
大

学
南
京
校
で
も
同
様
の
交
流
関
係
を
進
め
た
い
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

歓
迎
式
典
後
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
に
留
学
中
の
中
国

伝
媒
大
学
の
学
生
が
、
蘇
学
長
と
面
談
し
日
本
で
の

留
学
生
活
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
勉
学
に

対
す
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

た
。
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
設
備
を
使

用
し
、
大
画
面
の
美
し
い
映
像
と
音
で
、
上
映
時
間

１
１
０
分
の
劇
場
公
開
版
を
本
邦
初
上
映
し
ま
し

た
。
中
国
障
害
者
芸
術
集
団
84
名
の
華
麗
な
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
す
ば
ら
し
い
歌
や
演
奏
を
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
タ
ッ
チ
で
見
事
に
捕
ら
え
大
き
な

感
動
を
観
客
に
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
と
し
て
も
洗
練
さ
れ
た
演
技
と
す
ば
ら
し

い
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
で
本
学
の
学
生
だ
け
で
な
く
一
般

の
観
客
の
方
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

映
写
終
了
後
の
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、
こ
の
映

画
の
た
め
に
王
監
督
は
じ
め
制
作
ス
タ
ッ
フ
は
、
1

年
間
こ
の
中
国
障
害
者
芸
術
団
と
生
活
を
と
も
に

し
、
彼
ら
の
生
活
の
様
子
や
練
習
風
景
、
障
害
者
の

出
演
者
た
ち
が
た
い
へ
ん
な
努
力
を
し
て
体
を
鍛
え

て
い
る
か
な
ど
を
記
録
し
続
け
た
お
話
や
、
こ
の
映

画
の
た
め
の
衣
装
や
舞
台
美
術
の
制
作
の
た
め
に

い
か
に
情
熱
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
、
舞
台
美

術
監
督
は
じ
め
多

く
の
人
々
が
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
発
揮
し
こ

の
映
画
を
ど
の
よ

う
に
作
り
上
げ
て

き
た
か
な
ど
制
作

過
程
で
の
貴
重
な

お
話
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

後
、
城
西
国

際
大
学
メ
デ
ィ

ア
学
部
で
は
、
今

後
も
北
京
電
影
学

院
と
協
力
し
中
国

の
優
れ
た
映
画
を

紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

北
京
電
影
学
院
美
術
学
部
長

総
監
督
作
品
『
我
的
夢

（M
y D
ream

）』
特
別
上
映
会

日
時

：

２
０
０
７
年
10
月
23
日（
火
）

場
所

：

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

TOPIC

２
０
０
７
年

10
月
23
日
（
火
）

に
東
京
紀
尾
井

町
キ
ャ
ン
パ
ス

で
『
我
的
夢
（M

y

D
ream

）』（

電

影
学
院
王
鴻
海
美
術
学
部
長
総
監
督
作
品
、
本
年
度

カ
ン
ヌ
映
画
祭
出
品
作
、
第
20
回
東
京
国
際
映
画

祭
参
加
作
品
）
の
特
別
上
映
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
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け
る
男
女
の
生
き
方
に

つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
語
り
口
で
会
場

を
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

た
。ま

ず
、
樋
口
氏
は
福

祉
国
家
の
先
進
国
と
比

べ
た
日
本
の
高
齢
社
会

の
特
徴
を
述
べ
ら
れ
、

そ
の
結
果
抱
え
た
年
金

問
題
・
介
護
問
題
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
4
つ
の
保
険
制
度（
介
護
・

社
会
・
医
療
・
年
金
）に
つ
い
て
も
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
の
社
会
構
造
に
つ
い
て
男
女
間
の
役
割
分
担

が
残
存
し
て
お
り
、
家
族
依
存
が
高
い
社
旗
で
あ
る

と
し
、
す
で
に
挙
げ
た
問
題
に
直
面
す
る
と
女
性
が

弱
者
に
な
り
や
す
い
現
状
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
総
人
口
の
4
割
を
65
歳
以
上
が
占
め
、
更
に

そ
の
中
で
6
割
が
女
性
に
な
る
と
い
う
統
計
を
紹
介

し
、
日
本
の
高
齢
社
会
に
お
い
て
女
性
の
存
在
が
大

き
く
な
る
こ
と
、
女
性
を
救
わ
な
い
と
日
本
に
明
る

い
未
来
は
な
い
と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
の
よ
う
な

平
等
な
社
会
を
構
築
す
る
べ
き
と
し
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
10
月
29
日
（
月
）、
北
京
電
影
学
院

よ
り
、
張
会
軍
北
京
電
影
学
院
学
院
長
を
代
表
と
す

る
訪
問
団
一
行
が
、
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾

井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
水
田
宗
子
理
事
長
を
表
敬
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。

北
京
電
影
学
院
と
は
、
城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア

学
部
と
同
学
院
美
術
学
部
の
間
で
２
０
０
７
年
7
月

に
学
術
・
研
究
・
教
育
交
流
協
定
に
調
印
し
、
今
回

学
術
・
研
究
・
教
育
交
流
協
定
を
締
結
す
る
に
至
り

ま
し
た
。
同
年
7
月
に
は
電
影
学
院
美
術
学
部
と
メ

デ
ィ
ア
学
部
が
共
同
開
催
し
た｢

鴨
川
市
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７

で
同
学
院
の
教
員
・
学
生
19
名
が
来
日
し
、
メ
デ
ィ

ア
学
部
学
生
が
協
力
し
て
作
品
を
設
置
す
る
と
と
も

に
協
同
運
営
を
し
、
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
9
月
に
は
メ
デ
ィ
ア
学
部
の

2
・
3
年
生
25
名
が
電
影
学
院
を
訪
問
し
、
Ｖ
Ｆ
Ｘ

（
特
殊
撮
影
技
術
）
の
特
別
授
業
を
受
け
る
な
ど
メ

デ
ィ
ア
学
部
と
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

歓
迎
の
挨
拶
で
は
、

水
田
理
事
長
か
ら
、

映
像
文
化
を
通
し
て

両
国
の
若
い
世
代
の

人
た
ち
が
相
互
の
文

化
を
理
解
す
る
こ
と

の
重
要
性
と
、
韓
国

を
含
め
た
東
ア
ジ
ア

文
化
圏
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
、
映
像
教

育
の
分
野
で
さ
ら
に

教
員
、
学
生
間
の
学

術
・
研
究
・
教
育
交
流
を
深
め
、
若
い
人
材
の
育
成

を
進
め
た
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
張
学
院
長
か
ら
は
、｢

鴨
川
市
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７

を
共
同
開
催
で
き
た
こ
と
の
意
義
と
、
本
学
と
の
交

流
を
通
し
て
中
日
両
国
の
映
像
に
か
か
わ
る
人
材
育

成
を
強
化
し
、
今
回
の
同
学
院
王
学
部
長
総
監
督
作

品
「
我
的
夢
（M

y D
ream

）」
特
別
上
映
会
の
よ

う
な
映
像
分
野
で
の
更
な
る
交
流
促
進
を
進
め
た
い

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

北
京
電
影
学
院
学
院
長
が

東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学

日
時

：

２
０
０
７
年
10
月
29
日（
月
）

場
所

：

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

TOPIC

プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援

多
様
化
社
会
と
女
性
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
21

│
２
０
０
７
年
度
活
動
報
告
│

多
様
化
社
会
の
中
で
、
多
様
性
を
活
か
す
新
た
な
社
会
の
構
築
や
多
様
な
価
値
観
に
対
応
で
き
る
人
材

が
求
め
ら
れ
る
現
在
、「
多
様
化
社
会
と
女
性
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
リ
グ
ラ
ム
21
」
で
は
、
女
性
の
多
様
な
選

択
を
可
能
に
す
る
教
育
・
学
習
の
充
実
と
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
よ
る
女
性
の
自
己
確
立
を
目
指
し
、
女
性

の
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
す
る
こ
と
で
多
様
化
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

講
演
会

「
21
世
紀
社
会
と
男
女
共
同
社
会
参
画
に
つ
い
て

〜
人
生
１
０
０
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
き
い
き
人
生
〜
」

日
時

：

２
０
０
７
年
6
月
16
日（
土
）

15
時
〜
16
時
30
分

場
所

：

城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

清
光
ホ
ー
ル

講
師

：

樋
口

恵
子
氏（
東
京
家
政
大
学
名
誉
教
授
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
理
事
長
）

プログラム 
支援 

6
月
16
日
（
土
）
の
15
時
よ
り
、
東

京
家
政
大
学
名
誉
教
授
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
高
齢
社
会

を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
理
事
長
で
あ
る
樋
口
恵
子

氏
を
お
呼
び
し
て
、
城
西
大
学
清
光
ホ
ー
ル
に
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
会
の
テ
ー
マ
は
、「
21
世
紀
社
会
と
男
女
共

同
社
会
参
画
に
つ
い
て
〜
人
生
１
０
０
年
チ
ャ
レ
ン

ジ
い
き
い
き
人
生
〜
」
で
、
樋
口
氏
は
21
世
紀
に
お

樋口惠子氏
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Ｊ
Ｍ
Ｗ（
経
営
学
部
女
子
学
生
連
合
会
）主
催

第
2
回

キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

日
時

：

２
０
０
７
年
9
月
25
日（
火
）

場
所

：

城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

経
営
学
部
棟
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

講
師

：

伊
藤

順
子
氏（
株
式
会
社
ジ
ャ
ス
マ
ッ
ク
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）

プログラム 
支援 

薬
学
部
・
薬
学
部
男
女
協
同
参
画
懇
談
会
主
催

「
女
性（
男
性
）の
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー
」

日
時

：

２
０
０
７
年
12
月
6
日（
木
）

9
時
30
分
〜
12
時
40
分

場
所

：

城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
清
光
ホ
ー
ル

司
会

：

橋
本
フ
ミ
恵（
城
西
大
学
薬
学
部
教
授
）

講
師

：

阿
部
綾
乃（
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
薬
剤
部

薬
剤
師
）

秋
山
隆（
服
部
栄
養
専
門
学
校
職
業
財
団
）

後
援

：

女
性
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

プログラム 
支援 

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
委
員
会
主
催
講
演
会

「
女
性
の
起
業
に
つ
い
て
」

日
時

：

２
０
０
７
年
12
月
7
日（
金
）

13
時
30
分
〜
15

：

00

場
所

：

城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
学
部
棟
１
Ｆ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

講
師

：

河
野

律
子（
中
小
企
業
診
断
士
）

プログラム 
支援 

薬
学
部
女
子
学
生
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
薬
学
部
の
女
性
の
先
輩
か
ら
聞
く
仕
事
と
キ
ャ
リ
ア
」

日
時

：

２
０
０
７
年
7
月
7
日（
土
）

場
所

：

城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

16
号
館
１
０
３
教
室

講
師

：

戸
谷

仁
子
氏（
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、薬
剤
師
）

小
島

し
の
ぶ
氏（
株
式
会
社
フ
ォ
ー
ラ
ル
、管
理
栄
養
士
）

プログラム 
支援 

講
演
会

「
何
の
た
め
に
働
く
の
か
」

日
時

：

２
０
０
７
年
7
月
4
日（
水
）

13
時
20
分
〜
14
時
50
分

場
所

：

城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
学
部
棟
１
Ｆ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

講
師

：

北
条

玲
子
氏（
上
越
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授
）

プログラム 
支援 ―

そ
の
他
の
活
動
―

出
版
活
動

U
.S.-Japan W

om
en's Journal

第
32
号
・
第
33
号
が
発
刊

出版活動 

U
.S.-Japan W

om
en's Journal

の
第
32
号
と
第

33
号
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

第
32
号
は
２
０
０
７
年
12
月
に
刊
行
さ
れ
、「
詩

人
・
伊
藤
比
呂
美
」
の
特
集
号
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
33
号
は
２
０
０
８
年
2
月
に
刊
行
さ
れ
、
平
安

か
ら
近
代
の
文
学
を
テ
ー
マ
に
論
考
４
点
、
小
説
の

翻
訳
１
点
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
いU

.S.-Japan W
om
en's Journal

は
日
米

間
を
中
心
に
他
地
域
を
加
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

講
演
会

「
履
歴
書
作
成
に
お
け
る
ペ
ン
字
指
導
」

日
時

：

２
０
０
７
年
10
月
25
日（
木
）

場
所

：

城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

経
営
学
部
棟
４
０
２
号
室

講
師

：

林

洋
子
氏（
書
家
）

プログラム 
支援 
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●地下鉄有楽町線　麹町駅 1番出口より徒歩3分
●地下鉄南北線　永田町駅 9番出口より徒歩5分
●地下鉄丸の内線・銀座線　赤坂見附駅 弁慶口より徒歩8分 
●JR中央線・総武線　四谷駅より徒歩10分 

地下鉄有楽町線 
地下鉄半蔵門線 

地下鉄銀座線 
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地下鉄南北線 
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総武線 総

迎賓館

新宿通り

外
堀
通
り

内
堀
通
り

文藝春秋社文藝春秋

青
山
通
り
 

町ポール麹町町町町町町ルポール麹ルポ ルルポ 麹麹ルポール麹町麹
）（麹町会館）麹（麹町会館）館麹麹麹（麹町会館）

国立国会図書館書館立国会図書
都道府県

会館 会館道 会館
都

会会会府県会館会会道府道都都都道都道道道都道府県
会

都
会会会館会館会館

都道府県
会館

都道道道道
会館会館会館館館館

都道府県
会館

国会議事堂

国立劇劇場立劇

最高裁判裁判所高裁

皇　居

ホテル 
ニュニューオーオータータニニ

赤坂坂赤坂プリププププリリンスンスンンンンンンンスススンス
ホテホホテテテテル ルルル 

四
谷
駅

永田町駅
 

四
谷
駅 麹

町
駅

赤
坂
見
附
駅

半
蔵
門
駅

東京紀尾井町キャンパス 

東京紀尾井町キャンパス2号棟 

●周辺図
R
eview

 of Japanese C
ulture and Society

第
19
号
が
刊
行

出版活動 

今
号
は
２
０
０
６
年
7
月
に
本
学
の
東
京
紀
尾

井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
と
し
て
開
催
し
たA

JL
S

（
ア
メ
リ
カ
日
本
文
学
会
）
を
踏
ま
え
「
表
象
文
化

と
旅

：

過
去
・
現
在
・
未
来
」
を
特
集
テ
ー
マ
に
、

同
学
会
で
の
発
表
を
も
と
に
し
た
論
考
、
テ
ー
マ
に

関
わ
る
日
本
語
論
文
の
英
語
翻
訳
版
な
ど
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

R
eview

 of Japanese C
ulture and Society 

は
日
本
人
と
日
本
文
化
を
テ
ー
マ
と
す
る
英
文
誌

で
、
城
西
大
学
国
際
学
術
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー

（JIC
P
A
S

）
よ
り
年
に
1
冊
刊
行
し
て
お
り
ま
す
。

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
購
入
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は W
eb 

サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w
.josai.jp

/

jicpas/usjw
j/index.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
立
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
学
術
交
流
、
情
報
交

換
を
目
的
に
、
女
性
、
男
性
、
家
族
、
労
働
、
社
会

問
題
、
文
化
研
究
等
に
つ
い
て
の
論
考
を
掲
載
す
る

英
文
誌
で
す
。
城
西
大
学
国
際
学
術
文
化
振
興
セ
ン

タ
ー（JIC

P
A
S

）が
年
に
２
冊
刊
行
し
て
お
り
ま
す
。

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
購
入
方
法
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w
.josai.

jp
/jicp

as/u
sjw
j/in
d
ex
.h
tm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。


